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Ⅰ．はじめに
日本産婦人科学会における更年期とは，平均 50 歳で
迎えると言われる「閉経」を挟んだ前後 5 年間を指す
（日本産婦人科学会，2013）．この時期は，女性に特徴
的な加齢による身体的変化のみならず，内分泌の急激な
変化（エストロゲンの産生低下または欠如），自己の健
康不安，子どもの自立や子育てからの解放による母親役
割の喪失，夫婦関係の再構築，職場環境の変化といった
特有の心理社会的要因などが出現する．さらに，この時
期の女性はのぼせ感・発汗・肩こり・易疲労感・憂鬱・
不眠といった不定愁訴が出現しやすい．35 ～ 65 歳の女
性（n=1275）を対象に更年期特有の自覚症状の有無と
健康意識および精神・身体症状について明らかにした研
究では，現在更年期であると答えた群において，健康
に問題があると自覚している割合が 65％存在していた．
さらに，更年期に自覚される 12 症状の出現率において，
現更年期群におけるすべての症状について更年期でない
群より出現率が多かったと報告している（杉浦浩子，杉
浦春雄，岩田，1998）．
このように更年期には多くの女性に不定愁訴が出現す
ることが知られているが，更年期に該当する母親を持つ
子どもらがその症状をイメージしているとは言い難いと
言える．西林，山本，高橋（2007）が母親の更年期症状
の有無を大学生の子どもが正しく認識しているかどうか
を調査した報告では，母親が更年期症状を有していると
回答し，子どもも母親は更年期症状があると認識してい
たものは 30.9％であったと述べている．
これらのことより，更年期に特有の不定愁訴を有する
女性は多く存在するが，大学生であっても，母親につい
て更年期症状を有していることに対して理解していない
割合が多いと言える．このことは，看護を学ぶ学生であっ
ても，専門知識を学ぶ以前であれば他分野の学生と何ら
変わらないと言える．
看護学生は，様々な発達段階にある対象者の特徴を知
り，理解することが必要である．対象者を理解するため
の知識の習得には，対象者の現象がイメージ化されるこ
とによって知識が習得されると考える．しかし，身近な
母親に生じているであろう更年期の症状が認められたと
しても，更年期女性に対する認識が不足していれば現象
を理解することは困難であると考えられる．そのため，
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更年期女性に対するイメージ化を図る効果的な教育方法
を検討する必要があると考えた．
看護教育の授業は学生にとって初めて耳にする専門用
語で語られることが多く，他領域と比べても内容が難し
く理解しにくいことが多いため，教育技術が特に必要と
言われている（佐藤，宇佐美，青木，2009，p152)．こ
のような教育技術の一つとして，医療・臨床心理学教育
における映画教材の有効性について，佐藤ら（2009）は，
映画はフィクションながらも映画中で起こることを身近
なものとして感じさせ，更に興味を持たせるという点で
教育効果を持つと述べている．
看護学生を対象とした映画教材を用いた教育効果を明
らかにした葛原，室屋，野元（2013）は，生活機能障害
を持つ高齢者の心理に対する理解が得られることを報告
している．同じく，高齢者理解や認知症高齢者およびそ
の家族に対する理解に焦点を当てた映画教材における
教育効果の報告もある（古城，木下，2007；久木原ら， 
2013；田中，大塚，奥宮，安川，丸山，2010）．さらに，
下田代，橋本，庄司，百々（2012）は幼児期・学童期の
成長発達の特徴を捉えることを目的として映画教材の効
果を明らかにしていた．それによると，学生のレポート
記録を用いて，内容分析を行った結果，幼児期・学童期
の特徴を捉えることが出来たと述べている．また，西山，
石田（2011）は，死を身近な問題として考え，生と死の
意義を探求し，自覚をもって自己と他者の死に備えての
心構えを習得することを目的とした映画教材の有用性を
明らかにした報告では，理解することが困難な死生観に
関して効果があったと述べている．
このように領域を問わず映画教材の有用性について効
果が認められている（林，上野，2009）が，効果の検証
は映画教材を視聴した直後に収集した結果によって分析
された報告であったため，効果の有用性が認められるこ
とは当然の結果であるとも言えよう．
そこで，本研究では，これまで有用性を検証されて
いなかった更年期女性をイメージするための視聴覚教
材として映画教材を用いた結果，知識が定着するか検
証することによって映画教材における学習効果を明ら
かにする．
Ⅱ．研究目的
更年期女性の特徴を理解するための映画教材を活用し
た学習の効果を検討する．
Ⅲ．研究方法
１．調査対象者
看護学科１年次生の学生 7 例
２．調査期間
2014 年 2 月～ 3 月とし，研究参加学生には 2 回の参
加を依頼した．
３．用語の定義
知識の定着とは，映像視聴後に記載した「知っている」
項目が 3 週間維持出来ていることを指す．
４．調査内容
１）更年期知識尺度（宮岡，上田，加茂，2013）を用い
て，更年期の特徴をどの程度理解しているか事前に調
査した．この尺度は更年期についての知識を問う尺度
として 2013 年に開発された．「エストロゲン低下」9
項目，「血管・自律神経・精神症状」9 項目，「更年期
後期から老年期の変化」8 項目，「泌尿生殖器・運動器・
その他の症状」6 項目，「治療」5 項目，「全般的知識」
7 項目の合計 44 項目，6 因子から成り，「全く知らない」
1 点から「よく知っている」4 点の 4 件法の信頼性と
妥当性が検証された尺度である．ただし，真偽を問う
テスト形式ではないため，調査前後での使用は難しく，
今回は調査前にどの程度知識を有しているか確認のた
めに用いた．
２）更年期について知っている事柄を自由記載で求めた．
３）DVD 視聴後におけるイメージ鮮明度の主観的指標
として，Sheehan.P.W.（1967）の QMI（Questionnaire 
upon mental imagery）を参考にし，独自に映像のイ
メージ鮮明度質問紙票を作成した．質問紙票は視覚，
味覚，嗅覚，内臓感覚，聴覚，触覚，筋感覚の 7 感覚
領域，下位項目数はすべての感覚領域が 5 項目で構成
されるように同じ領域の教員で合意するまで話し合っ
た．評点は，イメージの鮮明度が「完全に明瞭」1 点
から「分かるだけ」7 点まで，7 件法で自己採点する．
この尺度は評点が低いほどイメージ鮮明度が高いこと
になるが，今回は逆転項目として処理してから分析し
た．
４）学習に関する行動の質問は，更年期の女性に対す
る興味・関心を抱いたかどうか，抱いたのであれば
どのような場面であったか尋ねた．また，更年期に
ついて学習に関する行動を起こしたかどうかを尋ね
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た．
５．用いた視聴覚教材と資料
井上都紀監督・脚本・編集（2009）．の DVD「不惑
のアダージョ」を用いた．あらすじとして，40 歳を迎
えた主人公は誰にも言えない“からだ”の変化を抱えて
いた．その変化は，一般的な年齢よりも早く訪れようと
していた更年期である．主人公は神職に身を捧げ，結婚・
出産，家族などと一線を引いてきたが，始めて感じる心
の揺らぎに戸惑いを覚えつつ，変化を迎えるという，更
年期にさしかかった主人公が，心身の不調を自覚し，そ
れらの状態を徐々に受け入れて，新たなアイデンティ
ティを確立していく物語である．
この DVD を選択した理由として，この DVD のテー
マが性，母と娘，恋愛，老いなど，女性たちが人生を生
きるうえで必ず訪れる心身の変化を真っ向から捉え，映
像として現実的に描かれていたためである．2009 年に
制作されたこの映画は，数々の国際映画祭で上映されて
おり，受賞もあるほどの評価された作品である．
DVD を見ただけでは，意図的に見る視点が分からな
いことが予想されたため，直前に資料として高橋，村本
編（2005）の「女性のライフサイクルとナーシング　女
性の生涯発達と看護」の中の「更年期女性の健康問題と
看護」の①更年期女性の不定愁訴とヘルスケア，②更年
期障害とヘルスケアを印刷して配布した．
６．研究手順（図１）
調査の前に「更年期知識尺度」と，「基本情報」によ
るデータ収集を行った後，配布した資料を各自が黙読し
（30 分間），その後 DVD を視聴（70 分）した．DVD
視聴直後に「更年期に関する知識の記載」「イメージ鮮
明度」のデータ収集を行った．次いで，３週間後に「更
年期に関する知識の記載」「イメージ鮮明度」「学習に関
する行動」の調査を実施した．この期間は，DVD 視聴
後から調査の期間が短ければより記憶の保持が行われて
いる可能性がある．日常生活を営み，新たな刺激を受け
てもなお，記憶されている状態が，長期間の記憶として
残っていることになると考え期間を設定した．さらに，
湯舟（2007）が記憶の生成について述べた文献の中で，
記憶の生成に関与する期間として 1 か月以内の学習効果
を示唆していることから，3 週間に設定した．
７．分析方法
統計ソフトは SPSS Statistics Ver.20 を用いて，単純
集計と Mann-Whitney の U 検定を行った．有意水準は
５％未満とした．さらに，自由記述は服部（2010）のテ
キストマイニングを用いて単語数の単純集計と内容の分
析を行った．
８．倫理的配慮
研究協力者のリクルートは本研究の趣旨を記載したポ
スターを掲示し，本研究に関心を有した学生が説明を聞
きに来るようにすることで，教員－学生間の圧力を排除
した．説明を聞きに来た学生に対し，研究協力者の有す
る権利と本研究の目的および実施手順に関する資料を配
布した．本研究の参加・不参加は自由意思であり，参加
に同意した後も辞退可能であること，参加・不参加に関
わらず成績等には何ら関係しないこと，質問紙は無記名
であり，個人が特定されないこと，さらに，得たデータ
の管理方法およびデータは研究目的以外に使用しないこ
と，身体への影響はないが，研究方法上 2 回の参加が必
要となることや DVD 視聴のための時間的拘束が伴うこ
と等について文書と口頭にて説明し，書面にて同意を得
た．なお，本研究は A 大学研究倫理委員会の審査を受け，
承認を得て実施した（承認番号第 25 － 16）．
Ⅳ．結果
１．対象者の背景
研究参加者は 7 名（女性４名，男性３名），参加者は図１　研究のプロトコル
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全て 21 歳であった．更年期知識に影響すると考えられ
る母親の年齢 40 ～ 45 歳 3 名，45 ～ 50 歳 1 名，50 ～
55 歳 1 名，55 ～ 60 歳 2 名であった．更年期知識尺度の
分析には全員の結果を用いたが，DVD 視聴前後のイメー
ジ尺度および更年期の知識に関する記載の分析は，2 回
目のデータ収集に参加しなかったものを除外した 6 名を
分析対象とした．
２．更年期知識尺度の結果
更年期知識尺度の合計平均点は 96 ± 22.79 点であり，
第 1 因子「エストロゲン低下」が 16.42 ± 5.94 点，第 2
因子「血管・自律神経・精神症状」が 23.28±7.88 点，
第 3 因子「更年期後期から老年期の変化」が 18.00±4.32
点，第 4 因子「泌尿器・生殖器・運動器・その他の症状」
が 12.57 ± 3.69 点，第 5 因子「治療」が 9.85±2.67 点，
表１　更年期知識尺度の平均点比較
　 先行研究 本研究
　 Mean SD Mean SD
総得点 119.00 19.83 96.00 22.79 
1. エストロゲン低下  20.06  5.74 16.42  5.94 
2. 血管・自律神経・精神症状  29.06  5.58 23.28  7.88 
3. 更年期後期から老年期の変化  22.50  4.31 18.00  4.32 
4. 泌尿器生殖器・運動器・その他の症状  14.85  3.78 12.57  3.69 
5. 治療  14.49  2.64  9.85  2.67 
6. 全般的知識  18.77  3.67 15.85  2.67 
 (n=49) (n=7)
表２　DVD 視聴前、視聴直後、視聴 3 週間後における更年期に関する知識の変化
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第 6 因子「全般的知識」が 15.85 ± 2.67 点となった．こ
の結果は先行文献の一般群（ｎ =49）との比較において
総得点およびすべての 6 因子で低い結果となった（表 1）．
３．更年期に関する知識の変化
更年期の知識として自由記述の結果を名詞，名詞 +
動詞にて単語数を抽出したところ，DVD 視聴前では 16
単語数であったが，DVD 視聴直後は 36 単語，DVD 視
聴 3 週間後は 45 単語となった．出現した単語で多かっ
たものは視聴前では「閉経」，「ホルモンバランス」，「イ
ライラする」が一番多く，次いで「更年期障害」，「骨密
度」であった．DVD 視聴直後では「精神的ストレス」，「だ
るい」が一番多く，次いで「40 歳代」となり，次に「社
会的役割変化」，「ふらつき」，「閉経」，「イライラする」，「抑
うつ」，「更年期障害」となった．DVD 視聴 3 週間後で
は「ホルモンバランス」，「だるさ」，「動悸」，「息切れ」，
「イライラする」が多く，次いで「閉経」，「40 歳代後半」，
「不眠」，「生理不順」，「個人差」，「更年期障害」となっ
た（表２）．
４．イメージ鮮明度の変化
イメージの鮮明度の DVD 視聴直後の結果は，視覚イ
メージの平均点は 3.62 ± 0.47，音イメージは 3.54±0.62，
触れるイメージは 3.85 ± 0.36，筋感覚イメージは 3.4±
0.96，味イメージは４± 1.13，においイメージは 4.6±
1.16，内臓 - 有機感覚イメージは 3.45 ± 0.97 であった．
DVD 視聴 3 週間後の結果は，視覚イメージの平均点は
3.6 ± 0.32(p<.34)，音イメージは 4.25±0.9(p<.50)，触れ
るイメージは 4.5 ± 0.78(p<.50)，筋感覚イメージは 4.1±
0.6(p<.21)，味イメージは 4.6 ± 0.6(p<.12)，においイメー
ジは 4.6 ± 0.4(p<.50)，内臓 - 有機感覚イメージは 3.7±
0.12 (p<.24) となった．すべての項目で DVD 視聴直後
と 3 週間後における有意差は認められなかった（図２）．
５．学習に関する行動
DVD 視聴 3 週間後に更年期の女性に対する興味・関
心を抱いたか．また，学習に関する行動を起こしたかど
うかの自由記述を求めた．その結果，「CM の命の母を
見て，更年期のことを思い出した」（n=4），「自分の母
親を見て，以前わけもなくイライラしていたが，今は落
ち着いた．あの時期が更年期だったのかな，と改めて思っ
た．」（n=1），「更年期の事を考えたこともなかった．母
親を見て，学習し直そうと思った」（n=2）の記述があっ
た（重複回答あり）．
Ⅴ．考察
本研究は，更年期女性の特徴を理解するための映画教
材を活用した学習の効果を検討するため，更年期女性の
変化を題材とした DVD を用いて視聴前後と 3 週間後の
更年期に関する知識を自由記述で求めた．
宮岡ら（2013）が調査した一般女性の更年期知識尺度
の総得点は平均 119.0 ± 19.83 であった．今回の調査に
おける看護学生の結果は，総得点の平均が 96 ± 22.79 で
あり，一般女性と比べて約 23 点も低い結果を示した．
図２　DVD 視聴後のイメージ鮮明度の変化
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宮岡ら（2013）の報告では，年齢の高さと更年期知識の
多さには正の相関がみられていた．そのため，平均年齢
が 48.4 ± 3.90 であった先行研究と比較すると，本研究
の対象者は平均年齢21±0と若い年齢であったことが理
由だと考えられる．このことは西林ら（2007）の研究結
果と同様に更年期の親がいても子どもは，親の症状を理
解していないことを示していた報告と同じであったと考
えられる．また，６因子の中で低かった因子は「エスト
ロゲン低下」と「治療」であった．「エストロゲン低下」
の項目はエストロゲンが低下することによって生じる動
脈硬化や脂質異常が生じることや，エストロゲンが低下
することにより骨粗鬆症をきたす，といった質問項目を
中心としていることから，身体症状として見えにくいた
めに知識が低かったと推察される．実際に，身近な母親
にそのような状態が生じていたとしても，目に見えない
ことや，身体症状に現れるわけではないため，理解しづ
らいことが考えられる．そのため，更年期に関する知識
を記述した単語では，エストロゲン低下に伴う動脈硬化
や脂質異常といった単語が出現しなかったと思われる．
次に，更年期に関する知識の変化として自由記述か
ら得た単語数の違いでは，DVD 視聴前の 16 単語から
DVD 視聴直後には，36 単語数に増加した．自由記述さ
れた単語をみると，DVD 視聴前に低かったエストロゲ
ン低下に伴う「動脈硬化」や「狭心症」「骨粗鬆症」といっ
た単語が認められていた．これらは DVD の中では表現
されておらず，学習に用いた資料の中に記述されていた
内容であるため，これらの単語は学習の効果であったと
推察される．さらに，「社会的役割変化」や「喪失」，「親
世代」といった単語も DVD の中では表現されておらず，
学習に用いた資料の中に含まれていた．つまり，DVD
視聴前に書かれなかったこれらの単語が DVD 視聴後に
出現した理由は学習の効果であったと思われる．一方，
「だるい」や「ふらつき」，「イライラする」といった単
語は，DVD の主人公に出現した症状であり，資料には
含まれていなかったため，DVD を視聴した結果であっ
たのではないかと思われる．つまり，DVD 視聴直後に
記載された単語からは資料を用いた学習効果と DVD を
視聴し，印象に残った場面を知識として得た効果であっ
たと推察される．
DVD 視聴 3 週間後においては，単語数が増加してい
た．新たに見られた単語として，「冷え」「耳鳴り」「ほ
てり」「易疲労」「集中力」といった不定愁訴に関する単
語が見られた．これらの単語のうち，「ほてり」以外に
は資料には記載がなく，DVD の場面においても「易疲労」
だと想像する場面しかなかった．つまり，「冷え」「耳鳴り」
「集中力」といった単語は，何らかのきっかけにより生
じた単語であると思われる．きっかけのひとつと推測さ
れるのは，CM や母親の症状である可能性がある．なぜ
ならば，学習に関する行動の記述結果から，「CM を見
て，更年期のことを思い出した」や「母親を見て更年期
だったのかなと思った」といった記憶の再生にあたる行
動が生じていた．これは，3 週間の生活を送る中でこれ
まで気に留めることがなかった現象に意識を向けること
になった結果であると考えられる．そのため，CM で流
れていた単語である「ホルモンバランス」や「血行を促
進し，冷えに効果的」といった言葉が脳裏に残ったこと，
また，母親をみて症状を思い出したことから新たな単語
が出現した可能性が考えられる．
人の記憶システムの中には，意味記憶とエピソード記
憶とがある．意味記憶は事象の知識や定義といった記憶
であり，学習のスタイルでは，覚えようとして記憶する
システムである．これは，なにかきっかけがないと思い
だせない記憶に位置付けられている．一方で，エピソー
ド記憶は，体験したことを記憶として覚えている記憶で
あり，とくに覚えようという意識がなくても，自然に覚
えている記憶のことである．このエピソード記憶は特徴
として，目の記憶より耳から入る記憶のほうがエピソー
ドとして残りやすいと言われている（湯舟，2007）．こ
のように，意味記憶よりもエピソード記憶のほうが，人
は忘れにくいという特徴を持つことから，これらの記憶
システムを上手く活用することにより，学習効果が期待
できるとされている．つまり，今回の研究では，資料を
用いて各自が黙読したことが意味記憶であったが，そ
の後，視覚と聴覚を使った DVD を視聴することがエピ
ソード記憶に当てはまるのではないかと考えられた．そ
の結果，自己に生じた体験ではないものの，主人公に生
じたエピソードに対して共感したり，納得したりするこ
とによって，現実感が増したのではないかと考えられる．
このようにエピソード記憶になると，体験はイメージと
して記憶に残ることになり頭に残ることになる．そのた
め，鮮明なイメージは記憶に残りやすい（豊田，2007）
と言われるように，イメージ鮮明度の結果は，DVD で
流れた場面をどの程度，エピソードとして記憶に残った
のかという推測に用いることが可能だと考えられる．今
回，イメージ鮮明度の結果は，DVD 視聴直後と DVD
視聴 3 週間後における違いはなかった．このことについ
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て，２つの解釈が出来るのではないかと思われる．まず，
違いがないということは，日常生活を 3 週間過ごしてい
たにも関わらず，イメージ鮮明度が低下しなかったとい
う視点から，DVD 視聴直後とおなじくらい DVD の印
象的な場面が残っていたのではないかと推測される．一
方で，イメージ鮮明度が高くならなかったことは，3 週
間の間に更年期に関する想起が起こらなかったのではな
いかと推測される．記憶は，保持されている記憶を引き
出すきっかけが必要であるため，更年期に関する想起が
生じなかったと仮定すれば，DVD を視聴後の記憶はエ
ピソード記憶にまで至らなかったのではないかと考えら
れる．けれども，イメージ鮮明度の変化がなく，単語数
が増加していたという２つの結果を合わせると，DVD
視聴後 3 週間は DVD の印象的な場面と日常生活の中で
の場面から，更年期に関わる知識の再生が少しは繰り返
されていた可能性が示唆される．
これまで，看護基礎教育の中で視聴覚教材を活用した
成果と有用性が示されてきている（古城ら，2007；久木ら，
2013；西山ら，2011；下田代ら，2012；田中ら，2010）．
いずれも机上の学習だけでは捉えられない対象者を理解
する方法として活用されているが，更に視聴覚教材を用
いることにより学生の学習動機が高まることが示唆（因，
力武，吉永，石橋，2010；若佐，竹内，1994）されてい
る．佐藤ら (2009，p167) は，「看護教育における視聴覚
教材の効果として，動きのある画像のため患者や現象が
イメージ化しやすく，学習意欲を促す」としており，本
研究においても「学習をし直そうと思った」と記載した
学生や，母親の症状に意識が向いた学生が認められたこ
とから，学習動機の高まりが示唆されたと考えられる．
Ⅵ．本研究の限界と課題
本研究では，研究参加者が 7 例と少ないため，結果に
偏りが生じていた可能性があると思われる．また，分析
対象者数が少ないため，男女差による検討も行えなかっ
た．本研究の結果から，視聴覚教材を使用する一定の効
果は示唆されたものの，今後はさらに研究参加者数を増
やして検討する必要があると考える．
Ⅶ．結論
本研究は，更年期女性の特徴を理解するための映画教
材を活用した学習の効果を更年期知識尺度，更年期に関
する知識として記載，イメージ尺度から検討した．その
結果，更年期知識尺度では，本研究の学生は知識が低く，
とりわけ「エストロゲン低下」と「治療」の因子が低
かった．更年期に関する知識の記載では，DVD 視聴前
より DVD 視聴後において単語数の増加が認められ，3
週間後においても DVD の内容と思われる単語が認めら
れた．イメージ尺度における違いは認められず，DVD
で視聴した場面が記憶されていたことが示唆された．つ
まり，更年期女性の特徴を理解するために映画教材を活
用することは，一定の学習効果が得られると示唆された．
（本論文に関する利益相反事項はない）
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